
人
口

と
就
業
状

国
勢
調
査
結
果
に
よ
る

況

坂
　
寄

俊
　
雄

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
五
五
年
の
国
勢
調
査
結
果
報
告
を
み
て
い
て
わ
が
国
の
人
口
お
よ
び
就
業
状
態
に
著
し
い
変
化
が
お
き
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
の
国
勢
調
査
給
果
で
は
予
想
通
り
の
あ
る
い
は
予
想
以
上
の
変
化
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
上
杉
正
一

郎
教
授
も
「
戦
後
日
本
の
人
口
に
は
、
い
く
っ
か
の
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
労
働
者
階
級
の
増
大
、
農
民
の
減
少
、
大
都
市
へ
の

人
口
集
中
、
い
わ
ゆ
る
『
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
の
人
口
動
態
の
近
代
化
過
程
」
な
ど
は
、
と
く
に
注
意
す
べ
き
現
象
で
あ

注
（
１
）

る
」
、
と
要
約
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
厚
生
白
書
」
（
昭
和
三
六
年
度
版
）
に
お
い
て
も
「
わ
が
国
の
仔
済
杜
会
は
、
い
ま
激

し
い
変
動
の
中
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
変
動
の
姿
は
、
い
ろ
い
ろ
の
面
か
ら
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
」
、
と
し
て
、
次
の
三
点
を

あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
第
一
は
、
人
口
構
造
の
面
に
お
げ
る
変
莇
で
あ
る
。
わ
が
国
の
人
口
構
造
は
、
い
ま
二
つ
の
恵
味
で

大
き
な
変
動
期
に
直
面
し
て
い
る
。
一
っ
は
、
戦
後
に
お
け
る
多
産
多
死
型
か
ら
少
産
少
死
型
の
人
口
動
態
へ
の
移
行
に
伴
う
人
口

　
　
　
人
口
と
就
業
状
況
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
九
　
（
二
七
九
）



　
　
　
立
命
館
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学
（
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十
一
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・
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・
二
合
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二
八
○
　
（
二
八
○
）

の
年
令
構
造
の
面
に
お
げ
る
変
動
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
地
域
間
の
激
し
い
人
口
流
動
に
伴
う
人
口
の
地
域
構
造
の
面
に
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
（
２
）

る
変
動
で
あ
る
。
」
「
第
二
は
、
就
業
状
態
の
変
動
で
あ
る
。
」
「
第
三
は
、
国
民
の
健
康
水
準
の
向
上
で
あ
る
。
」

　
注
（
！
）
　
上
杉
正
一
郎
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
人
口
動
態
の
特
質
」
（
「
経
済
評
論
」
三
七
年
五
月
号
）

　
（
２
）
　
コ
学
生
一
白
書
」
（
ゴ
ニ
ハ
生
．
窒
版
）
三
頁

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
わ
が
国
の
人
口
お
よ
び
就
業
状
態
に
関
し
て
新
ら
た
な
現
状
把
握
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
来
の
変
ぽ
う
の
全
面
的
な
把
握
を
行
い
そ
の
特
質
を
統
計
的
に
折
出
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
こ
こ

で
は
・
そ
の
た
め
の
研
究
の
順
序
と
し
て
、
主
と
し
て
昭
和
三
五
年
国
勢
調
査
結
果
に
よ
っ
て
行
い
、
就
業
構
造
、
階
級
構
成
の
研

究
へ
の
手
が
か
り
を
っ
か
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
一
　
人

口
　
状
　
況

　
一
九
六
〇
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
総
人
口
は
九
三
、
四
一
八
、
五
〇
一
人
で
あ
り
、
一
九
五
五
年
に
比
し
て
四
．
六
％
、

四
、
一
四
二
、
九
七
二
人
の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
四
・
六
％
と
い
う
五
年
問
に
お
げ
る
増
加
率
は
一
九
二
〇
年
の
第
一
回
国
勢
調
査

以
降
に
お
げ
る
最
低
率
で
あ
る
。
（
一
九
四
つ
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
門
で
は
○
．
七
ろ
の
減
少
で
あ
る
が
こ
れ
は
戦
争
に
よ
る
特
例
と
し
て
考
え

る
）
・
国
勢
調
査
施
行
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
調
査
方
法
を
同
じ
く
し
た
統
計
が
な
い
の
で
比
較
し
工
元
な
い
が
参
考
ま
で
に
内
閣
統

計
局
の
内
地
人
口
推
計
に
よ
る
と
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
九
二
年
の
五
年
間
の
増
加
率
が
四
．
七
％
に
上
昇
し
て
以
降
そ
れ
を
上
廻

っ
た
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
総
人
口
の
変
化
を
も
た
ら
す
主
た
る
要
因
は
出
産
と
死
亡
と
で
あ
る
が
、
資
本
主
義
杜
会
に
お
げ
る
人
口
の
著
し
い
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口
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０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
　
　
人
あ
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）
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）
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．
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の
で

年
年
年
年
年
年
年
年
年
午
年
一
吊
　
　
口
丈

７
２
７
７
８
２
８
７
９
２
９
７
０
２
０
７
１
２
！
７
２
２
一
計
改
計
人
布

１
８
１
８
１
８
１
８
１
８
１
８
１
９
１
９
１
９
１
９
！
９
、
統
作
統
地
調

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
一
羽
り
側
勺
勢

砕
鴬
鴛
算
鴛
箒
”
よ
ｚ
因

治羽
｝

人
口
と
就
業
状
況
（
坂
寄
）

正大

一
〇
一
注

◎
　
　

増
加
は
発
展
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
に
支
え
ら
れ
た
高
い

出
生
率
に
お
う
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
高
い
出
生

率
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

の
先
進
資
本
十
エ
義
国
で
は
独
占
資
本
の
確
立
過
程
で
あ
る

一
八
七
〇
１
八
○
年
代
に
低
下
憤
向
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ

以
降
低
下
を
続
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
わ
が
因
に
つ
い
て
み

る
と
、
い
つ
か
ら
出
生
率
が
低
下
傾
向
を
示
し
た
か
を
確

定
す
る
こ
と
は
人
口
動
態
統
計
の
不
備
か
ら
困
難
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

が
、
大
正
年
代
に
起
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
注
　
有
沢
広
己
氏
は
「
閉
治
三
十
二
年
以
来
、
我
因
内
地
の
出

　
生
率
は
日
煤
職
争
の
彩
禅
を
除
け
ぼ
大
体
に
お
い
て
上
昇
傾

　
向
を
示
し
、
閉
治
四
十
四
年
に
は
三
四
・
○
石
と
い
う
明
治

　
以
来
の
最
高
を
示
し
た
。
然
る
一
」
大
正
元
年
以
後
八
年
ま
で

　
　
は
桐
踵
い
で
下
降
の
御
向
を
辿
っ
た
。
大
正
九
年
以
後
を
見

　
　
る
に
年
に
よ
っ
て
刻
減
が
あ
る
が
、
出
牛
率
は
漸
減
の
瑠
勢

　
　
に
あ
る
。
」
（
邦
人
口
統
計
論
」
改
迫
杜
、
維
済
学
全
集
「
本

　
邦
杜
会
統
計
論
」
六
五
五
－
六
頁
）
上
杉
正
一
郎
氏
は
「
日

　
本
で
山
生
率
の
低
下
が
木
絡
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、
策
一
次

　
　
世
界
戦
争
の
の
ち
、
一
九
二
一
年
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
一
　
（
二
八
一
）
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二
八
二
）

　
　
九
一
五
年
か
ら
一
九
一
九
年
に
い
た
る
ま

　
　
で
低
下
が
つ
づ
い
て
い
た
が
、
　
一
九
二
〇

　
　
年
に
ふ
た
た
び
高
い
水
準
に
達
し
た
。
）
」

　
　
有
沢
広
己
氏
と
上
杉
正
一
郎
氏
の
見
解

　
　
の
相
違
は
わ
が
国
人
口
動
態
統
計
利
用
上

　
　
の
相
違
で
あ
り
、
利
用
さ
れ
て
い
る
統
計

　
　
を
吟
味
す
れ
ぼ
よ
い
の
で
あ
る
が
、
国
勢

　
　
調
企
施
行
前
の
人
口
統
計
調
企
の
不
傭
が

　
　
あ
る
限
り
決
定
的
な
も
の
を
え
難
い
の
で

　
　
せ
ん
さ
く
す
る
こ
と
を
や
め
て
お
く
、
参

　
　
考
ま
で
に
有
沢
氏
の
利
州
と
さ
れ
た
も
の

　
　
と
上
杉
〔
が
利
州
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
帳

　
　
生
省
「
人
□
動
態
統
計
」
と
を
か
か
げ
て

　
　
お
く
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
出
生
率
の
低
下
が
い

つ
始
ま
っ
た
か
を
確
定
し
難
い
が
、
大
正

年
代
に
始
ま
っ
た
低
下
僚
向
は
、
戦
時
中

の
　
”
産
め
よ
ふ
や
せ
よ
〃
　
お
よ
び
終
戦

後
の
一
時
的
出
生
坤
加
を
除
い
て
一
貫

し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
低
下



傾
向
は
一
九
五
〇
年
以
峰
一
九
五
七
年
頃
ま
で
は
強
く
、
一
九
五
八
年
以
降
は
幾
分
緩
漫
に
な
っ
て
い
る
が
、
既
に
先
進
資
本
主
義

国
な
み
の
出
生
率
に
達
し
て
い
る
こ
こ
の
よ
う
な
出
生
率
の
先
進
資
本
十
工
義
国
な
み
へ
の
到
達
は
傑
か
に
こ
こ
一
〇
年
程
の
期
問
に

お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
進
国
例
え
ぱ
イ
ギ
リ
ス
と
〃
較
す
れ
ぱ
、
わ
が
国
の
一
九
五
〇
年
の
出
生
率
一
、
○
○
○
対
二

八
．
一
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
〇
〇
年
頃
で
あ
り
、
わ
が
国
の
一
九
六
〇
年
の
一
、
○
○
○
対
一
七
，
二
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
体
一

九
二
八
年
頃
で
あ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
が
三
〇
年
問
近
く
か
か
っ
た
出
生
率
低
下
を
わ
が
国
の
場
合
は
傑
か
に
一
二
分
の
一
の
一
〇
年

問
で
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
全
く
驚
異
的
な
出
生
率
低
下
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
驚
異
的
な
低
下
の
原
因
に
つ
い

て
詳
細
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
こ
こ
で
は
不
白
然
な
非
合
理
的
な
人
工
妊
娠
中
絶
と
い
う
母
体
破
壊
的
な
方
法
を
中
心
と
し
て

行
わ
れ
た
こ
と
の
み
に
ふ
れ
て
お
げ
ぱ
よ
い
で
あ
ろ
う
（
四
結
ぴ
参
照
）
。

　
人
口
の
臼
然
榊
加
率
の
他
の
要
因
で
あ
る
死
亡
率
で
あ
る
が
、
明
治
、
大
正
の
両
年
代
に
お
い
て
は
一
、
○
○
○
対
二
〇
台
の
高

率
を
一
貫
し
て
示
し
、
昭
和
年
代
に
入
っ
て
は
じ
め
て
一
、
○
○
○
対
一
〇
台
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
元
年
の
一
、
○
○
○

対
一
九
二
か
ら
低
下
し
て
行
ぎ
一
九
四
三
年
に
は
ニ
ハ
・
七
に
ま
で
低
下
し
た
。
戦
時
中
は
統
計
が
欠
け
て
い
ろ
が
、
一
九
四
七

年
に
は
一
四
・
六
、
四
八
年
一
一
・
九
、
一
九
五
〇
年
の
一
〇
・
九
を
最
後
と
し
て
、
程
五
一
年
に
は
一
、
○
○
○
対
一
〇
台
を
割

っ
て
九
・
九
に
な
り
、
一
九
五
八
年
以
降
は
七
・
五
前
後
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
を
若
干
の
諸
外
国
と
比
較
し
て
み
る
と
、
イ
ギ

リ
ス
は
戦
後
大
体
一
、
○
○
○
対
一
一
・
五
前
後
、
フ
ラ
ソ
ス
は
一
九
五
八
年
に
一
一
台
に
な
り
六
〇
年
一
一
．
四
、
西
ド
イ
ツ
は

一
九
四
七
年
以
降
一
〇
乃
至
一
一
台
、
イ
タ
リ
ー
と
ア
メ
リ
カ
が
一
、
○
○
○
対
九
台
を
ポ
し
て
い
て
、
わ
が
因
の
一
〇
〇
〇
対
七

一
五
前
後
と
い
う
の
は
著
し
く
低
率
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
が
圃
の
死
亡
率
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
低
率
に
ま
で
下
が
っ
た
か
に
つ
い

て
は
色
々
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
一
っ
に
は
人
口
の
年
令
構
成
の
相
違
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
記
の
国
々
で
は
比
較
的
一
口
阿
年
令

　
　
　
人
口
と
就
業
状
況
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
三
　
（
二
八
三
）



）対人千（移推の率亡死表３
守
Ｊ

責

立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一

・
二
合
併
号
）

率亡死率亡死率亡死率亡死
■

６

１
一

１

９

０
・

１

９

９
・

１

９

８
・

９

８
．

２

８
・

８
●

７

０

８
・

３

８
・

４

７
．

４

７
・

６

７
．

年
４
９

１
９７

７
・

１

０５９１７

７
．

１

１５９１１

８
・

１

２５９１８

６
・

１
ｏ
ｏ
　
４

Ｆ
Ｏ
　
　
〔
Ｕ

Ｏ
）
　
０
）

１
↓
　
　
１
↓

５５９１

６５９ユ

７５９１

８５９１

９５９１

０６９１

５

７
・

１

１

７
・

１

７

７
・

１

８

７
・

ユ

５

６
．

１

０

６
・

１

１

６
・

１

７

６
・

１

６

４
・

ユ

９

１
一

１

年
３
２

１
９

３３９ーヨ

４３９１

５３９１

６３９１
【
！

３９１

８３９１

９３９１

０４９１

１４９１
９
＾

４９１

３４９１

７４９ユ

８４９１

２

２
・

２
３
　
ｏ
ｏ

７
・
３
・

ｎ
ｚ
　
ｎ
ｚ

４

５
・

２

７

２
・

２

４

２
・

２

９

２
．

２

３

１
一

２

３

０
・

２
一
１

９
．

１

７

９
・

１

８

９
・

１

９

９
．

１

２

８
・

１

０

９
．

１

年
１
７

１
９

ｏ
Ｏ
　
Ｏ
）

１
　
　
１
■

Ｏ
Ｊ
　
Ｏ
）

１
■
　
　
１
■

０２９１

１２９１

２２９１

３２９１

４２９１

５２９１

６２９１

７２９１

８２９１

９２９１

０３９１

１３９１

３Ｌ２

４

０
・

２

７

０
・

２

６Ｌ２

３

０
．

２

４Ｌ２

５Ｌ２

５

２
・

２

６Ｌ２

９

０
．

２

５

０
．

２

０

０
．

２

２Ｌ２

７

０
．

２

２

２
・

２

年
０
２

１
９

３０９１

４０９１

５０９１

６０９１

７０９１

８０９１

９０９１

０１９１

１１９１

２１９１

３１９ユ

４１９１

５１９１

６１９１

」査調計統態動口人「省生庫料
一
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四
　
（
二
八
四
）

者
の
比
率
が
高
い
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
そ
れ
ら
の
国

々
に
比
し
て
高
年
者
の
比
率
が
低
い
た
め
で
あ
る
。
こ
と
に

注
意
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
死
亡
率
の
国
際
的
比
較
は
さ

て
お
き
、
わ
が
因
の
死
亡
率
の
著
し
い
低
下
の
原
因
に
つ
い

て
こ
こ
で
云
々
し
な
い
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
高
度
な
医
療
お

よ
び
公
衆
衛
生
の
普
及
と
国
民
生
活
の
向
上
と
に
よ
る
も
の

と
直
ち
に
速
断
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
げ
こ

シ
」
で
は
記
し
て
お
げ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
人
口
上
の
出
生
お
よ
び
死
亡
の
状
況
に
つ
い
て
み

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
戦
後
に
お
げ
る
著
し
い
低

下
の
中
に
先
述
し
た
よ
う
な
人
口
の
自
然
増
加
率
の
低
下
が

存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
諸
変
化
を
通
じ
て
わ
が
国

の
人
口
構
造
は
大
ぎ
く
変
化
し
た
。
こ
の
人
口
構
造
の
変
化

が
本
論
に
お
け
る
就
業
構
造
を
み
て
行
く
上
に
必
要
な
点
で

あ
る
。

　
箪
一
回
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
た
一
九
二
〇
年
に
お
げ
る
総

人
口
は
五
五
、
三
九
一
、
四
八
一
人
で
あ
る
が
、
一
九
六
〇
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一
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
■
　
　
　
　
　
　
■
■
　
　
　
■

■
■
１
　
…
－
「
－
　
　
　
　
　
－
ヨ
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－
　
－
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ｉ
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一
；
■
　
■
■
　
■
　
　
　
■
■
■

上以

Ｏ
）
ｎ
Ｚ

０
７
‘

４
７

１

９

４
ｏ
ｏ

才

ｎ
ｚ
［
ｏ

３
・
４
・

３
・
４
．

４
．
４
・

Ｆ
Ｏ
［
Ｏ

５６
■
１
１
－
■
■
　
ｉ
…
’
■

「
’
■

－

，
－
　
　
　
　
，

■
　
　
　
　
■
１
－
ｉ
…

才４

ｏ
ｏ
Ｑ
ｏ

［
０
７
‘

Ｏ
Ｑ
，
ｕ

７
‘
７
‘

Ｏ
）
り
＾

６

２
・
８
・

■
　
　
　
　
●

～

７
８

３
・
９
・

Ｏ
）
０
）

９
・
４
．

３

５

ｏ
ｏ
Ｆ
ｏ

１
－
５

４

５

５

６

５１
』
　
’

－

１一
　
　
■
１
１
－
　
　
１
１

’
－
－

，
１
－
，
一
－
！

才４

２

５

３

５

１

Ｏ

１
寸
ｏ
ｏ

Ｏ
Ｏ

１
～
０
・
６
・

３
・
６

６
．
６

Ｏ
）
［
Ｏ

８
・
０
・

ｎ
ｚ
Ｑ
，
Ｕ

２
ｏ
ｏ

２
Ｑ
ｏ

２

３

２

３

Ｏ

十
－

数

４
０

ｏ
）
Ｏ

５

Ｏ

２
０

３

Ｏ

５
．
０
・

３
．
０
・

２
・
０
・

３
・
Ｏ

３
・
０
・

５
０

（
ｏ
Ｏ

７
（
）

８
０

ｏ
）
Ｏ

１

１

１

１

１

総
■
，
■

，

数
比

数
比

数
比

数
比

数
比

成

成

成

成

成

ｊ
一
（
ラ

緯

実
構

．
、
二
、

走
８
，
，
ｉ

コ
ニ
、

布

づ
・
広
１

写

構

実
構

；
１
１

１
■

＝
■
－
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
■
１

－
■
ヨ
ー
１ｉ
■
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

年

年

年

年

年

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

２

３

４

５

６

９

９

９

９

９

■

１

１

１

１

１

’

１

弓

■
　
　
－
■
！
　
　
　
　
　
，

－

．

成作りよ」査調勢国「
：
コ
厄計統府理紋系料資

人
口
と
就
業
状
況
（
坂
寄
）

年
で
は
六
八
・
七
％
増
加
し
て
九
三
、
四
一
八
、
五
〇
一
人
に
達
し
た
。

そ
の
増
加
状
況
は
第
一
表
の
通
り
で
あ
り
、
可
成
り
の
波
動
性
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
増
加
率
は
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

形
を
通
じ
て
の
増
加
を
通
じ
て
人
口
の
年
令
別
構
成
は
可
成
り
顕
著
な
変

化
を
認
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
一
九
二
〇
年
の
年
令
三
区
分
別
構
成
は
第

四
表
の
よ
う
に
○
ク
一
四
才
が
三
六
・
五
％
、
一
五
～
六
四
才
五
八
．
三

％
で
あ
る
の
に
対
し
て
一
九
六
〇
年
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
・
○
％
、
六
四
．

二
％
、
五
・
八
％
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｏ
～
一
四
才
に
お
い
て
六
．
五

％
低
下
し
、
一
五
～
六
四
才
で
五
・
九
％
、
六
五
才
以
上
○
・
七
％
と
構

成
比
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
構
成
の
変
化
を
少
し
詳

し
く
跡
づ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
九
三
〇
年
の
構
成
比
を
み
る
と

○
～
一
四
才
で
は
前
回
と
同
率
で
三
六
・
五
％
、
一
五
－
六
四
才
で
は
五

八
・
七
％
と
増
加
し
、
六
五
才
以
上
で
は
四
・
七
％
に
減
少
し
て
い
る
。

そ
れ
が
一
九
四
〇
年
に
な
る
と
○
ぜ
一
四
才
で
は
三
六
・
○
％
に
低
下
を

示
し
は
じ
め
、
六
五
才
以
上
で
は
同
率
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
一
九
四

〇
年
が
人
口
構
成
に
お
げ
る
転
換
期
を
な
し
て
、
そ
の
後
一
九
五
〇
年
、

六
〇
年
に
お
い
て
０
１
一
四
才
の
年
令
附
層
の
構
成
比
は
低
下
し
て
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
五
　
（
二
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
六
　
（
二
八
六
）

き
、
一
五
ぞ
六
四
才
お
よ
び
六
五
才
以
上
の
年
令
階
屑
の
構
成
比
は
い
づ
れ
も
増
加
傾
向
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

構
成
比
上
の
変
化
だ
け
に
お
け
る
傾
向
は
一
五
才
末
満
の
年
令
階
層
の
総
人
口
上
に
お
け
る
相
対
的
減
少
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
人

口
構
成
の
変
化
と
し
て
注
目
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
一
五
才
未
満
の
構
成
比
の
低
下
の
基
礎
に
絶
対
的
な
人
口
減

少
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
注
目
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
口
構
成
上
の
変
化
が
出
て
ぎ
た
一
九
四
〇
年
で
は
一
五
才

未
満
人
口
は
二
、
六
一
〇
万
人
で
一
九
三
〇
年
に
対
し
て
二
八
○
万
人
、
二
一
％
（
堵
加
午
率
で
は
一
∴
九
ろ
）
の
増
加
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
九
五
〇
年
の
国
勢
調
査
ま
で
は
相
対
的
減
少
に
も
拘
わ
ら
ず
絶
対
的
に
は
増
加
を
維
持
し
て
ぎ
た
の
で
あ
る
。
し
か

る
に
一
九
六
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
一
五
才
未
満
人
口
は
二
八
○
○
万
人
と
な
り
、
一
九
五
〇
年
に
対
し
て
一
四
〇
万
人
、
四
・
八

％
の
減
少
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
五
才
未
満
の
年
令
階
層
の
人
口
は
一
九
六
〇
年
に
お
い
て
遂
に
椙
対
的
に
も
絶
対
的

に
も
減
少
し
、
わ
が
国
人
口
構
造
の
変
化
は
本
格
化
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
一
五
才
未
満
の
年
令
階
屑
の
人
口
の
相
対
的
、
絶
対
的
な
減
少
は
今
後
と
も
そ
の
煩
向
を
強
め
、
わ
が
国
の
人
口
構

造
の
変
化
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
。
そ
れ
は
一
五
才
以
上
人
口
の
相
対
的
、
絶
対
的
な
増
加
で
も
あ
り
、
生
産
年
令
人
口
の
増
加
で

あ
る
が
、
六
五
才
以
上
人
口
の
絶
対
的
、
椙
対
的
な
増
加
を
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
高
年
令
牒
屑
の
生
活
間
題
を
強

く
提
起
し
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
枕
業
上
に
ひ
き
起
さ
れ
て
く
る
間
魑
は
高
年
令
階
胴
の
間
魑
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
全

体
的
に
閉
魎
を
捉
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
次
に
枕
業
の
現
状
把
握
に
む
か
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

三
　
就
業
の

状
態

こ
こ
で
取
扱
う
就
業
構
造
の
分
析
は
国
努
調
査
結
果
に
現
わ
れ
た
限
り
で
あ
り
、
そ
の
音
心
味
で
は
本
炊
．
｝
的
な
わ
が
国
の
就
業
構
造



の
考
察
で
は
な
い
。
本
格
的
な
就
業
構
造
の
分
析
を
行
な
う
た
め
に
は
全
体
的
な
官
庁
統
計
の
利
用
と
共
に
部
分
的
に
は
な
る
が
幾

つ
か
の
典
型
を
と
っ
て
の
詳
細
な
諸
資
料
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
全
体
的
な
数
量
的
な
把
握
を
行
う
た
め
に
官
庁
統
計
を
利
用

す
る
場
合
に
も
各
種
の
統
計
、
国
勢
調
査
、
労
働
力
調
査
、
就
業
構
造
基
本
調
査
、
事
業
所
統
計
調
査
、
工
業
統
計
調
査
、
商
業
統

計
調
査
、
農
業
セ
ソ
サ
ス
な
ど
の
綜
合
的
利
用
を
必
要
と
す
る
。
ひ
と
口
に
こ
れ
ら
の
綜
合
的
利
用
と
は
い
う
も
の
の
こ
れ
ら
主
要

諸
統
計
間
に
お
い
て
も
調
査
方
法
を
異
に
し
、
基
本
的
諸
数
値
の
相
違
が
存
在
す
る
か
ら
容
房
で
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
諸
統
計

の
綜
合
的
利
用
の
前
段
階
的
な
作
業
と
し
て
先
づ
国
勢
調
査
結
果
か
ら
の
就
業
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
わ
が
国
就
業
構
造
の
分
析
、
把
握
に
あ
た
っ
て
注
意
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
点
は
種
々
あ
ろ
う
が
、
特
に
注
意
し

た
い
点
は
性
別
を
考
慮
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
女
子
就
業
者
の
場
合
に
は
農
業
を
中
心
と
し
て
の
家
族
従
業
者
が
多
く
、
ま
た
雇

用
者
の
場
合
に
お
い
て
は
男
女
の
差
別
が
は
な
は
だ
し
い
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
と
ぎ
、
就
業
を
み
て
ゆ
く
上
で
は
性
別
を

考
慮
す
る
こ
と
が
最
少
限
必
要
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
国
勢
調
査
に
し
ろ
労
働
力
調
査
に
し
て
も
一
五
才
以
上
（
同
勢
調
査
で
は
一
九
五
〇
年
ま
で
は
一
四
才
）
人
口
を
生
産
年
令
人
口
と
し

て
坂
扱
い
、
そ
の
就
業
を
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
義
務
教
育
終
了
と
の
関
係
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
一
つ
の
間
題
が
あ
る
。

次
に
、
一
五
才
以
上
人
口
を
労
働
力
人
口
と
非
労
働
力
人
口
に
区
分
し
、
労
働
力
人
口
を
完
全
失
業
者
と
就
業
者
の
合
計
と
し
て
取

扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
完
全
失
業
者
の
規
定
が
狭
く
て
杜
会
経
済
的
な
意
味
に
お
げ
る
失
業
者
と
い
え
ず
、
杜
会
経
済
的
な
意

味
に
お
げ
る
失
業
者
の
大
部
分
は
非
労
働
力
あ
る
い
は
就
業
者
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
の
で
、
生
産
年
令
人
口
を
労
働
力
状
態
に
よ
っ

て
労
働
力
と
非
労
働
力
に
区
分
す
る
こ
と
に
も
間
題
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
統
計
利
用
の
出
発
点
か
ら
基
本
的
な
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
応
因
勢
調
査
区
分
に
従
っ
て
み
て
ゆ
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状
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号
へ
“

　
　
第
五
表
に
よ
っ
て
一
九
六
〇
年
の
男
子
労
働
力
人
口
に
つ
い
て
み
る
と
一
九
五
五
年
に
対
し
て
一
〇
％
の
増
加
を
示
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
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力
化
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ユ
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定月乍イりよ
一
１
く

｝０２，３のそは

産
年
令
人
口
の
増
加
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
を
年
令
階

層
別
に
み
た
場
合
、
三
〇
～
三
九
才
の
年
令
階
層
が
高
率
で
二
七
・
六
％
、

六
〇
才
以
上
が
一
五
・
一
％
で
あ
り
大
巾
な
増
加
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
労
働
力
化
率
で
は
前
者
が
幾
分
上
昇
し
、
後
者
で
幾
分
減
少
し
て
い
る

程
度
で
変
化
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
二
五
才
未
満
の

二
つ
の
年
令
階
層
で
労
働
力
化
率
が
低
下
し
て
ぎ
て
い
る
こ
と
の
方
が
注
目

さ
れ
る
。
し
か
し
、
男
子
人
口
の
場
合
は
こ
の
程
度
で
余
り
変
化
を
認
め
え

な
い
と
い
っ
た
方
が
よ
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
女
子
人
口
の
場
合

に
は
著
し
い
と
は
い
え
な
い
が
一
つ
の
傾
向
を
予
想
せ
し
め
る
よ
う
な
変
化

が
認
め
ら
れ
る
。
女
子
労
働
力
の
場
合
も
一
九
五
五
年
に
対
し
て
一
九
六
〇

年
で
は
男
子
の
場
合
と
大
差
な
く
一
〇
・
七
％
の
増
加
で
あ
る
が
、
三
〇
才
未

満
と
以
上
と
で
は
っ
ぎ
り
し
た
変
化
の
相
違
を
認
め
る
こ
と
が
で
寺
る
。
す

な
わ
ち
、
三
〇
才
未
満
の
年
令
階
屑
の
増
加
率
は
低
率
で
あ
り
、
三
〇
才
未
満

で
は
高
率
で
あ
る
。
し
か
も
労
働
力
化
率
の
変
化
を
み
て
も
三
〇
才
未
満
で
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は
二
〇
ぞ
二
四
才
の
年
令
階
層
が
一
九
五
五
年
の
六
八
・
二
％
か
ら
六
九
・
四

％
に
上
昇
し
た
以
外
は
低
下
し
て
お
り
、
三
〇
才
以
上
の
四
つ
の
年
令
階
層

で
は
労
働
力
化
率
が
い
づ
れ
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
年
輩
女
子
人

口
の
労
働
力
化
の
傾
向
は
他
の
諸
資
料
に
よ
っ
て
も
推
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

労
働
力
人
口
の
状
態
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
余
り
取
立
て
注
目
し
な
い
方
が

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
労
働
力
人
口
に
お
げ
る
顕
著
な
変
化
が
な
い
こ

と
か
ら
わ
が
国
の
就
業
構
造
の
面
に
お
け
る
変
化
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
以
下
に
考
察
す
る
よ
う
に
明
確
な
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
こ

と
を
と
り
あ
え
ず
指
摘
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
っ
は
就

業
者
の
地
位
別
の
変
化
、
具
体
的
に
労
働
者
階
級
の
増
加
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
産
業
別
就
業
構
造
の
変
化
、
具
体
的
に
は
農
業
就
業
考
の
減
少
で
あ
る
。

　
先
づ
、
就
業
者
の
内
容
を
な
す
就
業
上
の
地
位
別
状
況
に
っ
い
て
考
察
し

よ
う
。
こ
れ
は
経
済
学
的
に
は
階
級
構
成
の
間
題
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
国

勢
調
査
結
果
に
語
ら
れ
て
い
る
も
の
の
把
握
を
同
的
と
し
て
い
る
の
で
国
勢

調
査
緒
果
に
そ
く
し
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
階

級
構
成
の
間
題
を
放
棄
し
て
い
る
わ
げ
で
は
な
く
、
そ
の
研
究
の
た
め
の
予

備
的
作
業
と
し
て
の
考
察
で
あ
る
。
さ
て
、
第
六
表
に
よ
っ
て
就
業
老
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
九
　
（
二
八
九
）
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位
別
状
況
を
み
る
と
、
一
九
六
〇
年
に
お
い
て
男
子
の
場
合
「
業
主
」
二
七
・
七
％
、
「
家
族
従
業
者
」
一
四
．
六
％
、
コ
雇
用
者
」

五
三
・
五
％
で
あ
り
、
女
子
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
二
二
・
五
％
、
四
四
・
九
％
、
四
一
．
六
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
九
六
〇
年

の
地
位
別
構
成
を
一
九
五
五
年
と
対
比
し
て
そ
の
変
化
の
状
況
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
男
子
就
業
者
で
は
一
九
五
五
年
に
対
し
て
一

一
一
六
％
の
増
加
で
あ
る
が
、
　
「
業
主
」
に
お
い
て
三
％
、
　
「
家
族
従
業
者
」
に
お
い
て
は
大
巾
に
一
八
．
三
％
の
減
少
を
示
し
、

〕
履
用
者
」
で
は
逆
に
二
八
・
四
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
位
別
の
増
減
を
反
映
し
て
構
成
比
の
変
化
も
可
成
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ぎ
く
、
　
「
業
主
」
で
は
一
九
五
五
年
に
全

者業仁
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－
）

」
１
勾

子女

比成
セ
｝｛
↓
｛

布率加

白
１
，
１
［±数夫

年
６
０

１
９

「
　
■
　
　
－

年
５
５

！
９ポ仰

一
甘

年
６
０

１
９年

５
５

１
９

０

０
．

１
０

い
、

皿
１６１１００３１８０７１００７６０３５１

５
　
１
　
６
　
８

３
．
Ｌ
０
・
Ｌ

１
■
　
　
　
　
　
１
■

ｏ
、
）
　
Ｏ
　
Ｏ

Ｌ
１
・
０
．

１
■
　
　
　
　
　
１
■

７
‘
　
Ｑ
、
）
　
（
５

２
．
６
．
３
．

Ｑ
ｏ
　
２
　
ｏ
、
）

　
　
　
｝

Ｏ
　
０
　
０
　
０

０
　
０
　
０
　
０

ユ
　
４
　
ユ
　
　
６

ｏ
◎
　
１
　
４
　
　
２

０
　
９
　
０
　
１

Ｑ
ｏ
　
ユ
　
８
　
つ
、
）

り
ム
　
　
　
　
ー
■

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

［
０
　
　
（
Ｏ
　
　
Ｏ
）

Ｑ
）
　
１
　
　
７

つ
ｏ
　
５
　
Ｑ
ｏ

７
’
　
１
■
　
一
Ｌ
０

１
■
　
　
　
　
　
１
１
一

　
　
　
｝

９

４
・

４５

５
・

５８

９
・
一△Ｏ０６１６６７Ｏ０９，１９４，８

６１４２

３
．

３１

０
・

４Ｏ０６，８０１，７Ｏ０１，５７０，
【
ｂ

”０
６
・

３

”

Ｑ
ｏ
　
９

５
．
７
・

　
２

（
Ｏ
　
　
Ｑ
●

３
・
５

１
人
　
４

｝

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

Ｑ
ｏ
　
４
　
　
４

３
　
７
　
７

０
　
４
　
　
Ｆ
ｂ

Ｏ
）
　
１
■

　
６

Ｏ０８，６９７

Ｏ○

つ
ｏ

，９７２，４
、
　
■

ト

……
ＯＯＯ，３Ｏ０２

年
３
０和

フ
］
ｎ

年
３
５和沼；

　
者
者
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従
の
族
公
家
官

者用雇の旧王辻

正
占

老
老
煮
貝

業
州
川
役

走
イ
甘
．
の

　
の
の

一
疋
　
　
　
　
閉

方
公
問

杉
水
竹
｝
へ
、
．
、

体
の
三
分
の
一
弱
を
占
め
て
い
た
の
が
、
六

〇
年
に
は
四
分
の
一
強
に
ま
で
低
下
し
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
「
家
族
従
業
者
」
の
場
合
に

お
い
て
も
一
割
五
分
弱
で
あ
っ
た
の
が
一
割

強
に
低
下
し
、
〕
履
用
者
」
の
み
五
三
．
五

％
か
ら
六
割
を
超
え
コ
履
用
者
」
の
全
体
に

お
げ
る
比
重
を
増
大
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に

み
て
ぎ
て
は
っ
き
り
す
る
こ
と
は
〕
腿
用
者
」

の
就
業
者
中
に
占
め
る
地
位
の
絶
対
的
、
相

対
的
地
位
の
強
化
と
「
業
十
工
■
一
と
「
家
族
従

業
老
」
と
の
絶
対
的
、
相
対
的
地
位
の
低
下
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成
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国
あ
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作
年
年
の
　
の

り
３
５
３
０
者
老

よ
和
和
用
用

　
旧
閉
雇
　
雇

）
　
｝
年
の

３
５
分，
区
　
　
　
一
一

年
位
査
主
主
者

３
０
地
調
業
業

和
の
勢
る
い

…
上
国
あ
な
段

（
業
年
の
の
凧

査
従
３
５
者
者

調
　
，
和
用
用

久
フ
　
、
つ
　
リ
Ｈ
一
一
匡
一
、
に
　
勺

潅
ヲ
　
・
才
　
ｎ
　
一
〃
一
〃
　
「

員
　
よ

－
　
↓
’＊

で
あ
る
。
さ
ぎ
に
み
た
労
働
力
上
に
お
げ
る

変
化
に
お
い
て
は
著
し
い
も
の
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
就
業
上
の
地
位
別
に
お
げ
る

こ
の
よ
う
な
著
し
い
変
化
を
内
包
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
も
っ
て
階

級
構
成
の
変
化
、
階
級
分
化
の
進
行
と
直
ち

に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
の
考
察
に
役
立
て

よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
　
「
業
主
」
と
コ
犀
用

者
」
の
内
容
的
検
討
を
必
要
と
し
そ
こ
か
ら

資
本
家
階
級
に
属
す
る
者
を
求
め
ね
ぱ
な
ら

な
い
が
、
　
「
業
主
」
に
つ
い
て
は
雇
用
者
の

有
無
に
よ
る
区
分
あ
る
の
み
で
あ
り
、
　
〕
隈

用
者
」
に
つ
い
て
は
一
九
六
〇
年
の
国
勢
調

査
報
告
の
み
で
「
民
問
の
役
員
」
区
分
が
行

わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
階
級
構
成
に

つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
他
の
諸
資
料

　
　
　
　
　
二
九
一
　
（
二
九
一
）



　
　
　
立
命
館
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済
学
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二
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を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。

　
し
か
し
、
　
「
業
主
」
に
つ
い
て
は
間
題
が
多
い
し
、
一
九
五
五
年
で
は
コ
罹
用
者
」
の
有
無
に
よ
る
二
区
分
が
、
一
九
六
〇
年
で

は
コ
履
用
者
」
の
有
無
と
「
内
職
者
」
で
の
三
区
分
が
行
わ
れ
、
　
「
業
十
工
」
と
い
う
名
の
就
業
者
の
内
容
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
一

応
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
男
子
「
業
主
」
は
さ
ぎ
に
み
た
よ
う
に
一
九
五
五
年
に
対
し
て
六
〇
年
で
は
三
％
の
減
少
で
あ
る
が
、

コ
履
用
者
の
あ
る
業
主
で
は
五
・
六
％
の
増
加
で
あ
り
、
雇
用
者
の
な
い
業
主
」
に
お
い
て
四
．
三
％
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
男
子
就
業
者
全
体
の
中
に
位
地
づ
け
て
み
る
と
、
い
づ
れ
の
場
合
も
相
対
的
地
位
を
低
下
さ
せ
て
お
り
、
　
：
履
用
者
の
あ
る
業

主
」
で
は
一
九
五
五
年
の
三
・
九
％
か
ら
六
〇
年
に
は
三
・
七
％
に
、
　
〕
履
用
者
の
な
い
業
主
」
で
は
二
八
％
か
ら
二
四
％
に
な
っ

て
い
る
。
　
「
業
主
」
の
国
勢
調
査
上
の
概
念
規
定
が
個
人
に
よ
る
事
業
経
営
者
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
資
本
家
階
級
に
所
属
す

る
住
民
数
の
変
化
の
目
安
と
は
な
ら
な
い
。
殊
に
コ
履
用
者
の
な
い
業
主
」
お
よ
び
「
内
職
者
」
の
大
部
分
は
実
質
的
に
労
働
者
階

級
に
属
す
る
者
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
潜
在
的
過
剰
人
口
の
一
部
を
形
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
業
主
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
女
子
就
業
者
の
枕
業
上
の
地
位
別
に
つ
い
て
み
る
と
就
業
者
総
数
で
は
一
九
五
五
年
に
対
し
て
六
〇
年
で
ば
男
子
の
場
合
と
全
く

同
様
に
一
一
・
六
％
の
増
加
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
可
成
り
の
相
違
が
あ
り
、
　
「
業
ｔ
」
に
お
い
て
三
二
．
七
％
の
坤
加
、
　
「
家

族
従
業
者
」
に
お
い
て
九
・
八
％
の
減
少
、
　
コ
雁
用
者
」
に
お
い
て
四
〇
・
一
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
地
位
別
構
成
の

変
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
　
「
業
主
」
で
は
一
九
五
五
年
の
一
一
・
三
％
が
一
三
・
五
％
と
地
位
を
強
化
し
、
　
「
家
族
従
業
者
」
で
は

五
五
・
五
％
か
ら
四
四
・
九
％
と
な
り
地
位
の
大
巾
な
後
退
が
み
ら
れ
る
、
、
そ
し
て
二
惟
用
者
」
で
は
約
三
分
の
一
だ
っ
た
の
が
四

割
を
雌
か
な
が
ら
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
女
子
枕
業
者
で
は
一
家
族
従
業
者
」
が
分
解
し
て
絶
対
的
に
も
相



対
的
に
も
そ
の
地
位
を
低
下
し
、
コ
履
用
者
」
と
「
業
主
」
と
の
地
位
が
強
化
さ
れ
て
ぎ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
「
業
主
」

に
っ
い
て
は
一
九
五
五
年
に
対
し
て
六
〇
年
は
絶
対
的
に
ー
も
相
対
的
に
も
そ
の
地
位
は
強
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
男

子
の
「
業
主
」
を
み
た
と
ぎ
に
述
べ
た
よ
う
に
「
業
主
」
を
一
概
に
業
主
と
し
て
み
る
こ
と
に
は
間
題
が
あ
る
の
で
二
区
分
な
い
し

三
区
分
に
従
っ
て
考
察
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
先
づ
、
コ
犀
主
の
あ
る
業
主
」
に
っ
い
て
み
る
と
男
子
の
場
合
は
増
加
率
が
五
．

　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
％
で
あ
っ
た
の
に
女
子
で
は
二
六
・
三
％
と
い
う
高
率
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
〕
展

　
　
０
．

　
　
　
■
…
。
　
　
　
　
　
　
　
用
者
の
な
い
業
主
」
に
つ
い
て
も
男
子
で
は
減
少
し
て
い
る
の
に
女
子
で
は
三
三
．
三
％
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
老

成
　
　
－
棚
舳
　
大
巾
の
増
加
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
男
子
「
業
主
一
の
場
合
蓋
つ
た
増
加
状
況
に
注
目

　
　
　
　
　
　
主
一

分
　
　
４
　
　
業
　
　
　
　
　
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
相
違
に
っ
い
て
国
勢
調
査
結
果
だ
げ
で
ど
う
こ
う
断
定

　
区
　
　
６
・

三
　
　
８
　
　
な
　
　
　
　
　
的
な
こ
と
は
い
い
え
な
い
。
し
か
し
、
上
図
に
お
い
て
わ
か
る
よ
う
に
一
九
六
〇
年
に
お
げ
る

　
弓
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
２

壮
　
脂
附
　
「
筆
一
の
三
区
分
が
男
子
の
場
合
は
「
雇
用
者
の
あ
る
業
主
一
二
一
．
五
・
、
「
雇
用
者
の
な

れ
　
　
　
　
　
一
佳
　
　
　
　
　
い
業
主
」
八
六
・
四
％
、
「
内
職
者
」
○
・
一
％
セ
あ
る
の
に
女
子
で
は
そ
れ
ぞ
れ
八
・
三
％
、

　
　
　
５
　
　
老
る

　
ひ
　
甘
　
用
あ
主
　
“
　
　
七
八
一
二
％
・
二
二
一
五
％
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
だ
げ
で
も
女
子
の
「
業
主
」
が
本
来
の
業

　
　
　
　
　
雇
の
業

主
　
上
、
　
　
…
’

業
　
　
主
　
　
　
　
　
主
　
　
主
と
し
て
の
性
質
を
失
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
性
格
を
よ
り
一
層
濃
厚
に

　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
　
業

　
　
　
「
　
　
　
　
　
「
　
　
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
女
子
「
業
主
」
の
増
加
に
は
本
質
的
に
は
女
子

　
　
　
子
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
女
　
　
　
コ
履
用
者
」
の
増
加
と
同
じ
性
質
の
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
就
業
者
の
従
業
上
の
地
位
別
状
況
を
み
て
ぎ
て
「
就
業
者
」
の
具
体
的
存
在
状
況
に
は
可
成
り
激
し
い
就
業
構
造
の
起
ぎ

て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。
し
か
も
、
男
子
「
就
業
者
」
の
揚
合
と
女
子
「
就
業
者
」
の
場
合
と
で
は
就
業
構
造
の

　
　
　
人
口
と
就
業
状
況
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
三
　
（
二
九
三
）



子女

立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一

子

率減増
年

３
５年

３
０

比成

セ
写ｉ
崎数実比成構数実

年
３
５

…一
年

率減増

比成

セ
町

棉数実比成構

６

１
一

１０

０
・

１
０

０
０３

８
１川

１
７０

０
・

１
０

０
０／

０
６３

１
５

．
ａ

８
　
　
１
－
一

７
・
Ｌ

△
　
△

、
９
　
７
．

Ｌ
０
．
４
幸
０
　
０

０
　
０

０
）
　
１
１

８
　
　
１
１

Ｆ
ｏ
　
　
つ
ム

ー
上
　
　
１
■

７
，

、
８
－
－
ｉ
８
．
．

０
．
０
・
５

０
．
．
．
び
！

Ｏ
　
（
）

Ｑ
，
ｕ
　
［
ｏ

８
　
　
り
４

（
Ｏ
　
り
ん

７
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■
１

７
５
…
４
…

４
・
７
．

１
１
一
　
１
■

△
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＆
－
３
■
．

２
・
Ｌ
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０
．
Ｏ

（
）
　
（
）

０
４
　
０
）

７
　
り
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Ｆ
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０
　
３
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．
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０
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０
・

３

０
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０
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３
．

０
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．
０１，８４

０

６
・
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．
Ｏ０７０９２

■
＆
．

０
．

Ｏ０６８２１

Ｌ１

０
；

０
．

０１
．
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０
・

１
０

２
＋
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～
５

０
・
０
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３
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１
１
　
　
　
　
４

△
　
△

．
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）
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．
ａ
．
！
．
’
ｒ
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Ｌ
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０
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．
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０
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十
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巨
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０
　
１
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２
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７
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二
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併
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；
．
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９
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０
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．
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Ｌ
Ｌ
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．

１
■
　
　
１
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
↓

Ｏ
．
０
；
，
Ｏ
，
Ｏ
．
．
０

０
　
０
　
０
　
０
　
　
　
　
０

５
　
（
）
　
７
　
１
　
　
　
　
ｏ
ｏ

ｏ
）
　
２
　
ｏ
Ｊ
　
７
’
　
　
　
　
１
↓

９
】
　
１
■
　
０
フ
　
ー
－
　
　
　
　
Ｏ
リ

ユ
　
２
　
１
　
２
　
　
　
　
０

２
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
「
－
ト
ー
Ｊ

４
　
４
．
２
　
８
．
　
　
３

２
．
４
・
６
・
８
・
　
　
６
・

ｏ
ｏ
　
り
ム
　
り
心
　
ユ
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
｝

．
１
…
９
…
－
９
…
２
８
０

４
・
４
・
」
７
．
０
．
０
・

２
　
　
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■

ｄ
．
ｏ
ｏ
ｏ
．
ｏ
，
ｏ
…

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
０

３
　
７
　
７
　
２
　
８
　
４

４
　
０
　
５
　
３
　
１
　
５

０
　
７
　
１
　
０
　
１
　
５

４
　
９
　
５
　
９
　
２
　
６

６
　
３
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
２

３
　
４
　
７
　
５
　
　
　
　
６

０
・
３
１
７
・
　
　
９
．

０
４
　
１
１
一

６
．
一甘

△
１
　
（
）

Ｌ
０
・

Ｏ
　
Ｏ

（
Ｏ
　
ｏ
Ｏ

つ
ム
　
５

９１

４
」
Ｌ

．
Ｏ０９７１２

８
．

２
．．

３

４
．

０
ｉ

０２９３１１６
４
・

０
０
・Ｏ０３

Ｏ
．０・

Ｏ
．

Ｏ０４０
０
．

％１告報査調勢国年
３
０和旧正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
四
　
（
二
九
四
）

変
化
に
相
違
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
注
目
し
て
お
か
ね

ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
国
勢
調
査
結
果

の
上
で
み
ら
れ
る
「
就
業
者
」
の
「
従
業
上
の
地
位
」

別
構
成
の
変
化
を
も
っ
て
直
ち
に
就
業
構
造
の
変
化
と

い
い
え
な
い
・
」
と
は
既
に
繰
返
し
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
就
業
構
造
の
激
し
い
変
化
が
お
き
て
ぎ
て
い

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
に
止
め
て
お
か
ね
ぱ
な

ら
な
い
。

　
次
に
、
就
業
者
の
産
業
別
就
業
状
況
を
考
察
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。
わ
が
国
就
業
構
造
の
一
つ
の
特
徴
は

零
細
農
業
に
就
業
す
る
自
営
就
業
者
が
絶
対
的
に
も
相

対
的
に
も
大
き
な
地
位
を
占
め
て
き
た
こ
と
に
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
戦
後
一
九
五
〇
年
頃
よ
り
変

化
を
み
せ
は
じ
め
、
一
九
五
五
年
に
か
げ
て
そ
の
変
化

は
明
確
化
し
、
一
九
六
〇
年
に
お
い
て
は
農
業
就
業
者

の
単
な
る
絶
対
的
、
相
対
的
減
少
で
は
な
く
、
「
地
す

ぺ
り
」
的
あ
る
い
は
「
な
だ
れ
」
的
な
減
少
を
み
せ
て
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１
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１
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成作りよ）頁
ｏ
ｏ○表ｕ第報速果結計集出柚¢１告報査調勢国年

３
５和

ワ
］
日斗＊費

、
工

人
口
と
就
業
状
況
（
坂
寄
）

い
る
と
い
わ
れ
て
す
ら
い
る
。
農
業
就
業
者
の
変
化
が

内
容
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
意
味
し
、
ま
た
そ
の
よ

う
な
変
化
が
わ
が
国
就
業
者
の
産
業
別
構
成
に
如
何
な

る
意
味
の
変
化
を
与
え
て
い
る
か
は
一
応
お
い
て
、
こ

こ
で
は
国
勢
調
査
結
果
が
示
し
て
い
る
も
の
を
あ
と
づ

げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
づ
、
第
七
表
に
よ
っ
て
男
女
総
数
に
お
げ
る
就
業

者
の
産
業
別
状
況
を
み
る
と
、
一
九
六
〇
年
の
就
業
者

総
数
は
四
三
、
六
九
〇
、
五
〇
〇
人
で
五
五
年
の
一
一
・

六
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
産
業
別
に
み
る
と
、

全
体
と
し
て
就
業
者
が
増
加
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
減
少

し
た
産
業
が
四
つ
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
林
業
・
狩

猟
業
の
二
二
・
六
％
％
農
業
の
一
一
％
、
漁
業
・
水
産

養
殖
業
の
五
・
九
％
、
鉱
業
の
○
・
〇
二
％
の
減
少
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
逆
に
大
巾
な
増
加
を
示
し
て
い

る
の
は
建
設
業
の
四
九
・
二
％
、
製
造
業
の
三
六
・
三

％
金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
の
三
〇
・
八
％
、
卸
・
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
五
　
（
二
九
五
）
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売
業
の
二
七
・
一
％
な
ど
で
あ
り
、
運
輸
・
通
信
・
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
も
二
〇
％
前
後
の
増
加

と
な
っ
て
い
て
、
公
務
の
み
が
○
・
四
％
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
就
業
者
の
産
業
別
増
減
傾
向
は
二
つ
の
傾
向
、

す
な
わ
ち
減
少
傾
向
と
増
加
傾
向
を
と
る
も
の
の
二
っ
に
分
裂
し
て
い
る
・
」
と
が
一
応
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
増
減
を
通
し
て
産
業
別
構
成
も
可
成
り
は
っ
ぎ
り
し
た
変
化
を
み
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
農
業
で
は
一
九
五
五
年
三
七
・

九
％
を
占
め
て
い
た
の
が
三
〇
・
二
％
と
い
う
急
激
な
椙
対
的
地
位
の
低
下
を
ぎ
た
し
た
こ
と
が
先
づ
注
目
さ
れ
る
。
絶
対
数
の
減

少
し
た
他
の
三
つ
の
産
業
に
お
い
て
も
相
対
的
地
位
の
似
下
が
み
ら
れ
る
が
そ
の
変
化
の
比
重
は
ち
い
さ
い
。
他
方
、
絶
対
数
を
大

巾
に
増
加
し
た
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
五
割
近
い
増
加
を
示
し
た
建
設
業
で
は
一
九
五
五
年
の
四
・
六
％
が
六
・
二
％
に
上
昇
し

た
に
す
ぎ
な
い
が
、
製
造
業
で
は
一
七
・
八
％
が
二
一
・
七
％
に
上
昇
し
て
製
造
業
の
就
業
者
中
に
占
め
る
地
位
を
高
め
た
、
そ
れ

に
対
し
て
二
七
・
一
％
と
い
う
大
巾
な
増
加
率
を
示
し
た
卸
・
小
売
業
は
二
二
・
八
％
か
ら
一
五
・
七
％
に
な
っ
た
程
度
で
全
産
業

の
中
に
お
げ
る
地
位
は
余
り
大
き
く
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
そ
の
他
な
ど
を
含
め
て
の
流
通
部
門
の
就
業
者
の
比
重
は
高
ま
り
っ
っ

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
男
女
別
に
し
て
み
る
と
そ
の
変
化
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
づ
、
男
女
総
数
に
お
い
て
絶
対
数
を
減
少

さ
し
た
四
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
男
子
で
は
四
産
業
と
も
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
女
子
で
は
農
業
と
林
業
・
狩
猟
業
と
の

二
産
業
の
み
で
減
少
を
示
し
、
他
の
二
産
業
で
は
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
男
子
で
は
そ
れ
ら
四
産
業
の
減
少
率
が
男
女
総
計

の
場
合
よ
り
も
い
づ
れ
も
大
ぎ
い
の
で
あ
る
の
に
、
女
子
で
は
農
業
で
七
・
八
％
、
林
業
・
狩
猟
業
で
は
催
か
に
一
・
一
％
に
止
ま

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
漁
業
・
水
産
養
殖
業
で
は
増
減
状
況
は
対
照
的
で
男
予
で
一
〇
・
二
％
減
少
し
た
の
に
女
子
で
は
逆
に
一
一

・
七
〃
７
。
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。



　
男
女
総
計
で
増
加
率
の
高
か
っ
た
産
業
に
つ
い
て
み
る
、
男
女
総
計
で
約
五
割
の
伸
び
を
示
し
建
設
業
で
は
男
子
が
四
三
．
三
％
、

女
子
で
は
一
二
六
％
と
い
う
倍
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
て
、
男
女
の
増
加
割
合
に
大
ぎ
な
ひ
ら
き
が
あ
る
。
次
に
、
製
造
業
、
金

融
・
保
険
・
不
動
産
業
、
卸
・
小
売
業
、
な
ど
で
は
い
づ
れ
も
男
女
総
計
の
増
加
率
よ
り
も
男
子
の
増
加
率
が
低
く
女
子
の
増
加
率

が
高
い
が
、
そ
の
ひ
ら
ぎ
は
一
四
％
以
下
で
あ
る
。
な
お
、
公
務
で
は
男
子
就
業
者
で
二
・
八
％
の
増
加
で
あ
る
の
に
対
し
て
女
子

就
業
者
で
は
一
一
・
六
％
と
い
う
減
少
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
日
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
男
女
別
の
就
業
者
の
増
減
を
も
と
に
し
て
男
女
別
就
業
者
の
産
業
別
構
成
を
み
て
み
よ
う
。
男
子
就
業
者
の
一
九
五

五
年
の
産
業
別
構
成
で
は
農
業
が
二
九
・
七
％
を
占
め
て
い
て
第
一
位
で
第
二
位
は
製
造
業
の
二
〇
．
三
％
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
関
係
は
一
九
六
〇
年
に
お
い
て
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
農
業
の
比
率
は
二
二
・
八
％
に
低
下
し
て
、
製
造
業
は
二

四
・
一
％
に
上
昇
し
て
そ
の
地
位
を
変
え
て
し
ま
い
男
子
就
業
者
に
お
げ
る
農
業
の
地
位
は
全
く
転
落
し
た
。
全
く
転
落
し
た
と
い

う
こ
と
は
誇
張
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
農
業
就
業
者
の
大
き
い
こ
と
が
歴
史
的
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
お
よ
び
後
に
み
る
よ
う
に
農
業

就
業
者
の
内
容
的
劣
悪
化
か
ら
も
転
落
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
産
業
に
お
い
て
は
就
業
者
の
減
少
し
た
産
業
が
地
位

を
低
め
、
就
業
者
の
増
加
し
た
産
業
が
地
位
を
高
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
取
り
た
て
て
注
［
日
す
る
程
の
変
化
は
認
め
難
い
。

　
女
子
就
業
者
に
お
げ
る
産
業
別
状
況
で
あ
る
が
、
農
業
就
業
者
の
比
煎
は
い
ぜ
ん
と
し
て
高
く
て
四
一
・
九
％
を
占
め
て
第
二
位

の
製
遣
業
の
一
八
・
一
％
を
大
巾
に
ひ
き
は
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
農
業
就
業
者
の
多
い
こ
と
も
決
し
て
安
定
的
で

は
な
い
。
さ
ぎ
に
み
た
よ
う
に
女
子
農
業
就
業
者
は
絶
対
的
に
似
少
し
て
い
る
、
そ
れ
は
男
子
蜂
業
枕
業
者
の
場
合
程
大
巾
で
は
な

い
が
。
こ
の
よ
う
な
傲
向
は
一
九
五
〇
年
と
五
五
年
と
の
比
較
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
低
下
傾
向
は
男
子
の
場
合
ほ

ど
で
は
な
い
が
一
貫
し
て
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
‘
農
業
の
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
、
相
対
的
な
地
位
の
低
下
に
対
し
て
、
製
造

　
　
　
人
口
と
枕
業
状
況
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
　
（
二
九
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一

・
二
合
併
号
）

上以才
６
０才

５
９
～
５
０才

４
９

　
～■

４
０オ

３
９

　
～

３
０オ

２
９

　
～

２
０才

１
９

　
～
．
５１

Ｏ０８，８５４，２

” Ｏ０５，ユ７２，１
ＯＬ２

Ｏ０８，４４２，１

６

７
・

１

７Ｌ５

Ｈ

ＯＯ
［
０
　
　
／
－

１
，
３
．

７
’
　
１
上

５３

Ｏ０４，３１１，１

４

８
．

１

Ｏ０５，７５２，１

７■１

２Ｌ３

Ｏ０１

９
】

９３４００６４３３６００１８８４７００！４６３２

５

６
・

１

Ｏ０１，５９９

４

６
．

１

Ｏ０

８
　
　
ｏ
）

、
５
・

０
４
　
１
■

ユー

７

２
・

２

５Ｌ１△６Ｌ１△

ｉ
　
　
一
　
＝
　
■

８

３
・

２

Ｏ０７，１３２，１Ｏ０１１０ーユＯ０４４４３

３

０
・

２２

８
・

ユ

Ｏ０８６７１１００２５４６１００４７３６

６

６
．

１

１

８
．

２９

８
・

７

「
０
・

１２

３
・

２ｉ０

９
。

４

９
・

１７

４
．

１６

４
．

１

７

４
・

１

３
．

３

へ
」
土

０

６
．

４

へ
一

Ｏ０２１２２１００５４
【
／

９１００３４００．３００８

Ｆ
」
ｏ

０７３００１１３９４００４４４２２

〔
Ｏ０３，

［
ｏ

６８

　
Ｏ
　
Ｏ

（
Ｏ
　
　
ｏ
Ｏ

Ｌ
　
５

■
五
　
４

　
１
　
１

　
０
　
０

（
Ｏ
　
ｏ
０

７
・
６

１
．
一
　
〇
０

　
４
　
１

　
０
　
０

７
‘
　
７

１
．
８

り
４
　
０
０

　
７
　
ユ
　
Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
Ｊ
　
１
１

８
・
４

つ
’
　
１
１

　
５
　
１
　
０
　
０

１
■
　
　
り
４

３
・
９

１
１
　
　
［
０

　
３

！

２
．

１

Ｏ０１，９８７

１

０
．

ユ

　
Ｏ
　
Ｏ

０
　
　
７
‘
　
５

６
・
４
４
．

１
■
　
　
り
４
　
１
上

　
１
　
１

　
０
　
０

ｏ
）
　
０
　
　
４

０
．
４
９
・

２
　
　
０
　
　
１

　
５
　
１

　
０
　
０

０
リ
　
ｎ
６
　
ｏ
Ｏ

Ｌ
４
１
．

○
ム
　
Ｏ
）
　
（
■
一

　
６
　
ユ
　
Ｏ
　
０

１
　
　
＾
Ｌ
０
　
　
７
’

Ｌ
７
５
・

り
ん
　
Ｏ
Ｊ
　
つ
４

　
９
　
１
　
Ｏ
　
Ｏ

０
　
　
７
　
　
５

５
．
８
８
・

　
【
ｏ
　
６

９

０
・

７０

８
・

５５

９
・

４３

８
・

４７

０
．

３０

６
．

１

７

９
・

“
２Ｌ△６

５
．２

４
・

２▲５

５
・

４

■
、
」

定

一
　
弓
↑よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八
　
（
二
九
八
）

業
の
比
重
は
増
大
し
、
一
九
五
五
年
の
二
二
・
九
％
か

ら
一
八
・
一
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
製
造
業
に
お
け
る

地
位
の
上
昇
が
絶
対
的
に
も
第
一
位
で
あ
り
、
相
対
的

地
位
の
向
上
に
お
い
て
も
卸
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
よ
り
も
高
い
こ
と
は
注
目
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
就
業
者
の
産
業
別
状
況
を
み
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
男
女
別
総
計
に
お
い
て
就
業
者
の
減
少
す
る
産

業
と
増
加
す
る
産
業
と
の
分
裂
な
ら
び
に
農
業
就
業
者

の
比
重
の
低
下
が
特
徴
づ
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
男
女
別

で
は
明
か
に
相
異
し
た
姿
が
み
ら
れ
た
。
男
子
就
業
者

の
場
合
で
は
農
業
就
業
者
の
比
重
の
絶
対
的
、
相
対
的

な
低
下
が
決
定
的
と
な
っ
て
い
た
し
、
女
子
就
業
者
の

場
合
に
お
い
て
も
農
業
就
業
者
の
比
軍
低
下
が
強
く
現

わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
製
造
業
を
中
心
と
し
た
就
業
者

の
比
重
の
坤
加
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
点
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て



況状老業就

１
」

易女男

１
」

局層階令年表８箪

数総

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
０

２
０
２
０
５
０
８
５

ｏ
｛
ぴ
　
７
り
〇
一
７
り
〇
一
　
ク
…
　
４

０
０
５
０
８
０
２
１

６
１
０
１
０
１
　
　
　
　
△

６
　
　
　
　
６
　
　
　
　
７

２数
比
数
比
数
比

　
成
　
　
成
　
　
成

実
構
実
構
実
構

－
）
－
）
－
）
　
　
る
率

靴
峠
納
悼
靴
畔
ｍ
け
繊

産
９
６
　
９
６
　
　
９
５
×
け
舳

全
Ｑ
農
Ｇ
農
Ｇ
Ｂ
一
Ａ
Ｏ
到

　
　
男
　
　
　
　
　
子

ｏ
ｏ
　
　
ｏ
ｏ
　
　
ｏ
０

３
０
９
０
３
０
９
８

１
り
ｎ
山
～
ぴ
　
＆
ひ
　
１
　
　
７
Ｈ

８
　
０
　
５
　
０
　
６
　
０
　
　
４

０
１
ー
ユ
７
１
　
　
△

７
　
　
　
　
７
　
　
　
　
７

ユ数
比
数
比
数
比

　
成
　
　
成
　
　
成

実
構
実
構
実
鱗

－
）
－
）
－
）
　
　
る
率

熱
０
年
棚
０
年
靴
５
年
ｍ
け
綱

産
６
　
９
６
　
９
５
ｘ
文
揖

全
〇
四
農
Ｇ
農
量
・
瓢

　
　
女
　
　
　
　
　
子

、
ノ

年
３
５年

３
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刀
口
円（

お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
農
業
就
業
者
の
年

令
別
構
成
の
み
を
考
察
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
さ
ぎ
に
み
た
よ
う
に
全
産
業
で
は
就
業
者
が
増
加
し

て
い
る
の
に
農
業
で
は
男
子
就
業
者
で
一
四
．
五
％
、

果
女
子
就
業
考
で
七
・
八
％
の
減
少
で
産
業
別
構
成
に
大

結査
ぎ
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
減

調勢
少
を
農
業
就
業
者
の
年
令
別
で
検
討
し
て
お
く
こ
と
に

国料
　
す
る
。
ま
づ
、
男
子
農
業
就
業
者
に
っ
い
て
一
九
五
五

資　
年
に
対
し
て
六
〇
年
の
増
減
状
況
を
み
る
と
、
一
五
１

一
九
才
の
年
令
階
層
で
は
四
六
％
、
二
〇
～
二
九
才
の
年
令
階
層
で
は
三
一
二
．
一
％
と
い
う
平
均
を
大
巾
に
上
廻
る
減
少
率
を
示
し

て
い
る
・
三
〇
ぞ
三
九
才
の
年
令
階
層
で
は
一
般
的
な
減
少
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
逆
に
四
．
七
％
と
い
う
増
加
を
示
し
、
四
〇
才

台
五
〇
才
台
の
年
令
階
層
で
は
平
均
を
少
し
下
廻
る
一
一
％
ほ
ど
の
減
少
と
な
り
、
六
〇
才
以
上
の
年
令
階
層
で
は
二
．
一
％
の
増

加
で
あ
る
・
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
男
子
農
業
就
業
者
の
全
体
的
な
減
少
は
実
は
農
業
労
働
に
と
っ
て
最
も
有
力
な
青
年
層
と
若

年
層
の
大
巾
な
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
以
下
に
み
る
よ
う
に
農
業
労
働
力
の
老
令
化
が
ひ
ぎ
起
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
五
年
と
六
〇
年
と
の
農
業
に
お
げ
る
年
令
別
構
成
を
対
比
し
っ
っ
、
一
九
六
〇
年
の
全
産
業
の
年
令
別
構
成
と
の
関
係
を
み

て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
・
一
五
～
一
九
才
の
年
令
階
層
で
は
一
九
五
五
年
で
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が
五
．
七
％
に
減
少
し
、
全
産
業
の

八
．
九
％
よ
り
も
可
成
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
は
中
心
的
労
働
力
で
あ
る
二
〇
才
台
の
年
令
階
層
で
最
も
強
く
現
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
九
　
（
二
九
九
）

　
　
　
人
口
と
枕
業
状
況
（
坂
寄
）



　
　
　
立
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れ
、
一
九
五
五
年
の
二
三
・
二
％
が
一
八
・
二
％
に
減
少
し
、
全
産
業
に
お
げ
る
二
八
・
一
％
と
約
一
〇
％
の
ひ
ら
き
を
み
せ
て
い

る
。
三
〇
才
台
の
年
令
階
層
で
は
全
体
的
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
％
程
度
の
絶
対
的
増
加
が
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
一
九
五
五

年
の
一
六
・
六
％
か
ら
二
〇
・
三
％
に
そ
の
地
位
を
高
め
、
一
九
五
五
年
に
お
い
て
農
業
労
働
力
の
中
軸
で
あ
っ
た
二
〇
才
台
に
か

わ
っ
て
中
軸
的
役
割
を
に
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
三
〇
才
台
の
年
令
階
層
の
比
重
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
産
業
に
比
較
す
る
と

比
率
は
な
お
低
く
、
青
年
層
、
若
年
層
の
低
下
、
老
年
層
の
増
加
の
負
担
を
重
く
背
負
っ
て
い
る
。
四
〇
才
台
お
よ
び
五
〇
才
台
の

年
令
階
層
で
は
約
一
割
の
絶
対
数
の
減
少
が
あ
っ
た
が
構
成
比
に
お
い
て
は
幾
分
の
上
昇
と
な
っ
た
。
こ
と
に
五
〇
才
台
で
は
全
産

業
の
二
二
・
四
％
に
対
し
て
一
八
・
四
％
と
可
成
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
も
っ
と
も
強
く
示
し
て
い
る
ぴ
が
六

〇
才
台
以
上
の
年
令
階
層
で
全
産
業
で
の
九
・
三
％
に
対
し
て
農
業
で
二
一
％
と
い
う
高
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
よ
う
な
農
業
労
働
力
が
老
令
化
現
象
を
地
す
べ
り
的
に
お
こ
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
全
産
業
中
に
占
め
る
年
令
別
の
農
業
就
業
者

の
比
率
に
よ
っ
て
も
単
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
的
に
は
男
子
農
業
者
の
比
率
者
は
約
二
三
％
で
あ
る
の
に
二
〇
才

台
お
よ
び
三
〇
才
台
の
年
令
階
層
で
は
一
五
％
に
満
た
ず
、
五
〇
才
台
で
は
約
三
分
の
一
、
六
〇
才
以
上
に
な
る
と
全
就
業
者
の
半

数
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
女
子
農
業
就
業
者
の
年
令
別
構
成
に
っ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
女
子
労
働
力
と
い
う
と
一
般
的
に
補
助
的
と
考
え
ら

れ
場
い
し
、
ま
た
農
業
の
場
合
で
は
殊
に
「
家
族
従
業
者
」
が
大
部
分
（
約
八
四
ろ
）
を
占
め
る
と
こ
ろ
か
ら
軽
視
さ
れ
場
い
が
、
農

業
に
お
げ
る
女
子
就
業
者
の
比
重
は
年
々
高
ま
り
、
一
九
六
〇
年
で
は
全
農
業
就
業
者
中
に
占
め
る
比
率
は
半
数
を
越
え
五
四
％
に

達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
女
子
就
業
者
へ
の
依
存
僚
向
は
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
女
子
農
業
就
業
者
の
現

状
把
握
は
重
要
視
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
て
、
年
令
別
構
成
の
変
化
で
あ
る
が
、
一
五
～
一
九
才
の
年
令
嚇
屑
で
は
男
子
の
場



合
と
同
様
に
一
九
五
五
年
に
対
し
て
六
〇
年
で
は
四
五
・
五
％
と
い
う
大
巾
な
減
少
を
示
し
、
全
産
業
就
業
者
に
占
め
る
比
率
も
僅

か
に
一
六
％
と
い
う
現
状
で
こ
の
年
令
階
層
の
者
が
農
業
に
従
事
す
る
も
の
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
が
、

全
女
子
就
業
老
中
に
占
め
比
率
も
五
五
年
の
八
・
五
％
か
ら
僅
か
五
％
に
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
年
令
階
屑
の
変
動
状
況
は
男

子
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
ン
」
と
に
注
目
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
〇
才
台
の
年
令
階
層
の
就

業
者
で
も
約
四
分
の
一
の
減
少
で
あ
る
が
、
全
産
業
就
業
者
中
の
三
割
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
構
成
比
で
は
五
五
年
の
二
五

・
七
％
か
ら
二
一
・
一
％
に
低
下
し
て
い
る
。
ン
」
の
よ
う
に
青
年
層
、
若
年
層
の
低
下
は
男
子
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
年
輩
層
へ

の
依
存
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
三
〇
才
台
か
ら
五
〇
才
台
に
か
げ
て
の
年
令
階
層
で
の
増
減
は
少
く
な
く
、
全
産
業
就
業
中
に
占
め

比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
％
前
後
と
高
い
。
構
成
比
に
お
い
て
は
一
九
五
五
年
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
年
令
階
層
で
二
％
前
後
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。
六
〇
才
以
上
の
年
令
階
層
で
は
九
・
七
％
と
一
割
近
い
増
加
を
示
し
、
全
産
業
就
業
者
中
の
七
割
を
占
め
る
に
至

っ
た
と
い
う
こ
と
は
労
働
力
不
足
を
こ
の
よ
う
な
老
令
者
で
補
充
し
て
い
る
と
こ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
老
年
層
の

構
成
比
率
が
一
割
を
越
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
農
業
就
業
者
の
年
令
別
の
就
業
状
況
を
考
察
し
て
ぎ
て
、
さ
ぎ
に
ふ
れ
た
農
業
就
業
者
の
絶
対
的
、
相
対
的
低
下
は
単
に

量
的
な
も
の
で
は
な
く
、
質
的
低
下
に
ま
で
転
化
し
て
ぎ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
農
業
就
業
者
の
減
少
は
崩
解
へ
の
ぎ
ざ
し

を
現
わ
し
て
き
て
い
る
と
い
う
か
な
い
し
は
歩
み
始
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
四
　
結
　
　
び

　
以
上
、
わ
が
国
の
人
口
お
よ
び
就
業
状
態
に
つ
い
て
昭
和
三
五
年
の
国
勢
調
査
結
果
を
中
心
に
し
て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

わ
が
国
戦
後
の
人
口
状
態
お
よ
び
就
業
状
態
が
質
的
変
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
に
お
い
て
は
出

　
　
　
人
口
と
就
業
状
況
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
一
　
（
三
〇
一
）



　
　
　
立
命
賊
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
二
　
（
三
〇
二
）

生
の
大
幅
な
低
下
に
も
と
づ
く
人
口
増
加
率
の
減
退
と
死
亡
率
の
低
下
に
よ
る
老
令
人
口
の
増
加
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
生
の
低
下

が
人
工
妊
娠
中
絶
特
に
優
生
保
護
法
上
の
「
妊
娠
の
継
続
又
は
分
娩
が
身
体
的
又
は
経
済
理
的
由
に
よ
り
母
体
の
健
康
を
著
し
く
害

）年
３
５和昭（数牛子ぎ

〃
一
小

中娠妊工人表９

ケ
リ

身

６５２，３６０，ユ数総

１０８，９
［
ｏ

Ｏ，１由事康健の本仁扱内

ＯＯＯ，２５６，７２）才
５
４
～
！
５

ｒ
＼

口人子女

８８０，６２６，！数生山

６
５

－
七
）

Ｌ
↓
斗
、

　
上
メ
色
Ｏ
セ
不
Ｏ

中
－
　
生
娠
出
妊
（工人

２
２
で
表
日
付
１，
月

版
１
０
度
年

年
３
５

３
６
は
和
計
昭
推
」
口
書
人

○るよに報年態動口人は数

白
子
る
生

生
女
あ
出

厚
「
「
」
斗
注
針
［

、
主

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
」
（
第
十
四
条
第
一
項
四
号
）
に
該
当
す
る
人
工
妊
娠
中
絶
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
関
係
を
統
計
に
よ
っ
て
示
せ

ぱ
第
九
表
の
通
り
で
、
出
生
数
一
六
三
万
の
影
に
は
一
〇
〇
万
を
超
え
る
胎
児
の
殺
人

が
あ
り
、
人
工
妊
娠
中
絶
比
は
六
五
と
い
う
高
率
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
他

に
暗
の
人
工
妊
娠
中
絶
が
一
〇
〇
万
は
あ
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

「
少
産
」
に
近
づ
い
た
と
い
う
こ
と
は
ま
さ
に
殺
人
の
横
行
に
よ
る
と
い
っ
て
も
よ
く

戦
後
わ
が
国
杜
会
の
経
済
生
活
、
杜
会
生
活
の
矛
盾
の
鋭
い
表
現
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
「
少
産
」
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
老
令
人
口
の
増
加
は
永
生

ぎ
で
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
は
お
れ
ず
、
老
後
生
活
に
対
す
る
家
族
的
な
い
し

杜
会
的
扶
養
は
重
大
な
経
済
間
題
、
杜
会
間
題
を
惹
起
す
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
「
少
産
少
死
型
」
人
口
構
成
へ
の
接
近
が
は
ら
ん
で
い
る
間
題
解
明
の
’
た
め
に
は
、
人
口
問
題
的
視
点
か
ら
で
は

な
く
経
済
問
題
的
視
点
か
ら
の
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
就
業
状
態
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り

を
得
る
た
め
に
国
勢
調
査
結
果
に
よ
り
就
業
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
な
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
就
業
構
造

の
基
本
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
産
業
構
造
の
変
化
ぱ
か
り
で
な
く
幣
級
分
化
の
進
行
の
結
果
と
し
て
で
ぎ
て
い
る

こ
と
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
方
向
へ
の
今
後
の
研
究
を
進
め
て
行
き
た
い
。


